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◎特集

よい歯の学校
三島小学校　２度目の日本一

全国平均の３分の１
虫歯がとても少ないのです

三島小学校の評価のポイント
社団法人日本学校歯科医会

　三島小学校では、学校歯科医の長年にわたる
指導や、地域が連携した活動などがとても充実
しており、特に６年生の歯型模型を作るという
独自の取り組みや、歯の健康づくりを通した家
庭での生活習慣の見直しなど、学校と家庭が一
体となった活動が高く評価されました。

↑昼食後、全員が自分の鏡を持って、
口の中を見ながら行う歯みがき。

（１年教室にて）

年　度 福島県内 全 日 本
昭和62年度 奨 励 賞 －
昭和63年度 奨 励 賞 －
平成元年度 － －
平成 2年度 奨 励 賞 －
平成 3年度 奨 励 賞 －
平成 4年度 奨 励 賞 －
平成 5年度 奨 励 賞 －
平成 6年度 優 秀 賞 －
平成 7年度 優 秀 賞 －
平成 8年度 最優秀賞 文 部 大 臣 賞
平成 9年度 優 秀 賞 －
平成10年度 優 秀 賞 －
平成11年度 最優秀賞 －
平成12年度 努 力 賞 －
平成13年度 優 秀 賞 －
平成14年度 優 秀 賞 －
平成15年度 栄 誉 賞 －
平成16年度 優 秀 賞 －
平成17年度 優 秀 賞 －
平成18年度 最優秀賞 －
平成19年度 優 秀 賞 文部科学大臣賞

年　度 福島県内 全 日 本
平成13年度 努 力 賞 －
平成14年度 奨 励 賞 －
平成15年度 優 秀 賞 －
平成16年度 優 秀 賞 －
平成17年度 最優秀賞 －
平成18年度 努 力 賞 －
平成19年度 努 力 賞 －

　

二
度
の
日
本
一
、
十
四
年
連
続

の
受
賞
と
い
う
実
績
を
誇
る
三
島

小
学
校
の
歯
科
保
健
活
動
。
そ
の

成
果
は
歯
科
検
診
の
結
果
に
表
れ

て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
で
は
、

永
久
歯
の
処
置
歯
（
治
療
済
み
の

虫
歯
）
の
本
数
は
、
全
校
児
童
で

十
九
本
。
未
処
置
歯
（
治
療
し
て

い
な
い
虫
歯
）
は
、
た
っ
た
の
一

本
。
処
置
・
未
処
置
を
合
わ
せ
る

と
二
十
本
で
、一
人
あ
た
り
約
〇
．

二
四
本
で
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

十
七
年
度
の
全
国
平
均
〇
．
七
二

本
と
比
べ
て
、
三
分
の
一
と
い
う

少
な
さ
で
す
。
ま
た
、
永
久
歯
に

虫
歯
が
な
い
児
童
は
七
十
六
名

で
、
全
体
の
八
九
．
四
％
。
こ
れ

も
全
国
平
均
の
七
一
．
九
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
い
歯
の
学
校
表
彰
を
主
催
す

る
社
団
法
人
日
本
学
校
歯
科
医
会

で
は
、

「
三
島
小
学
校
で
は
、
学
校
歯
科

医
を
中
心
と
し
て
虫
歯
予
防
を
徹

底
し
て
お
り
、
先
生
方
も
歯
科
保

健
に
つ
い
て
研
修
し
て
い
ま
す
。

数
値
的
に
も
歯
の
健
康
状
態
が
非

常
に
よ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

レ
ベ
ル
の
高
い
歯
科
保
健
活
動
を

長
年
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
全
国

で
初
め
て
の
二
度
目
の
大
臣
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。」

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
初
の
快
挙
で
す
。

　

三
島
小
学
校
は
「
よ
い
歯
の
学
校
表
彰
」
で
、
二

度
目
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
学
校

歯
科
医
を
中
心
と
し
た
五
十
年
に
及
ぶ
歯
科
保
健
活

動
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改
善

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　

三
島
小
学
校
は
、
第
四
十
六
回

※

全
日
本
学
校
歯
科
保
健
優
良
校

表
彰
（
よ
い
歯
の
学
校
表
彰
）
で
、

最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
平
成
八
年
に
も
当

時
の
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
お

り
、
二
度
の
受
賞
は
全
国
で
も
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
福
島
県
内
の

表
彰
で
は
、
平
成
六
年
か
ら
今
年

ま
で
十
四
年
連
続
で
入
賞
し
て
お

り
、
平
成
八
年
、
十
一
年
、
十
八

年
に
は
最
優
秀
賞
、
十
五
年
に
は

栄
誉
賞
に
輝
く
な
ど
、
三
島
小
学

校
の
歯
科
保
健
活
動
は
長
年
に
わ

た
り
高
い
評
価
を
得
て
、
す
ば
ら

し
い
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
島
中
学
校
も
平
成
十
五
年

か
ら
毎
年
入
賞
し
て
お
り
、
十
七

年
に
は
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
、
先
生
方
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
、
よ
い
歯
の
学
校
日
本
一

の
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

※全日本学校歯科保健優良校表彰（よい歯の学校表彰）
　児童生徒の歯・口の健康に対する理解と関心を高めると
ともに、総合的な健康観の育成を目指すもので、各都道府
県において優秀と認められた学校が、全国表彰に推薦され
る。社団法人日本学校歯科医会の主催。

よい歯の学校日本一
【その１】

◎
特
集

よ
い
歯
の
学
校

三島小学校「よい歯の学校表彰」受賞歴

三島中学校「よい歯の学校表彰」受賞歴

Data 三島小学校児童の全国比較

１人あたりの虫歯の本数
（永久歯の処置歯＋未処置歯）

三島小学校児童

永久歯に虫歯がない者の割合

〔資料〕厚生労働省　平成17年度歯科疾患実態調査報告

全国平均
（6～11歳）
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《
児
童
最
優
秀
作
品
》

よ
く
か
め
ば
バ
ラ
ン
ス
と
れ
た

い
い
か
ら
だ

四
年　

五
十
嵐　

基
く
ん

（
大
谷
）

《
保
護
者
最
優
秀
作
品
》

良
く
か
ん
で
頭
と
歯
に
も

い
い
刺
激二

瓶　

勤
さ
ん
（
西
方
）

平
成
十
九
年
度
「
よ
い
歯
の
標
語
」

Interview 三島小学校児童の皆さん Interview三島小学校児童の皆さん

◎
特
集

よ
い
歯
の
学
校

　

お
昼
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
遊
び
た
い
時
間
。
で
も
少

し
我
慢
し
て
、
歯
み
が
き
の
練
習

を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

し
た
。
歯
科
検
診
の
結
果
を
も
と

に
、児
童
が
三
、四
人
ず
つ
保
健
室

に
集
ま
っ
て
、
保
健
担
当
の
小
野

里
麻
紀
子
先
生
が
一
人
一
人
に
丁

寧
に
歯
み
が
き
を
教
え
て
い
ま
す
。

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

歯
み
が
き
指
導

学
校
と
家
庭
が
連
携

地
域
ぐ
る
み
で
歯
の
健
康
づ
く
り

よい歯の学校日本一
【その２】

「
歯
垢
染
色
剤
に
よ
る
染
め
出
し

を
行
っ
て
、
正
し
い
歯
み
が
き
を

教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
期
に

一
度
、
歯
科
衛
生
士
の
方
の
協
力

を
得
て
全
体
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
う
ち
は
乳
歯
だ
か
ら

と
安
易
に
考
え
る
と
、
永
久
歯
の

健
康
に
影
響
し
ま
す
。
歯
の
病
気

は
、
様
々
な
体
の
病
気
を
引
き
起

こ
し
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
週
に
一
度
で
も
い
い
か

ら
、
お
子
さ
ん
の
口
の
中
を
見
て

あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。」

と
小
野
里
先
生
は
話
し
ま
す
。

「
歯
み
が
き
を
し
て
い
る
よ
う
で

も
、
み
が
け
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
特

に
仕
上
げ
み
が
き
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学

校
で
同
時
に
年
三
回
行
っ
て
い
る

『
生
活
リ
ズ
ム
調
べ
』
で
は
、
歯

み
が
き
だ
け
で
な
く
、
就
寝
や
朝

食
、
排
便
な
ど
、
家
庭
で
の
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
が
良
好
で
あ
れ
ば
免
疫
力
が

つ
き
、
体
全
体
の
健
康
、
そ
し
て

心
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家

庭
、
学
校
、
地
域
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

　

児
童
が
数
百
人
も
い
る
大
き
な

学
校
で
あ
れ
ば
、
個
人
指
導
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
三
島
小
学

校
の
児
童
数
は
、
現
在
七
十
八
人
。

小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
歯
み
が
き
指
導
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
意
識
も
着

実
に
向
上
し
、
上
手
な
歯
み
が
き

で
虫
歯
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

　

三
島
小
学
校
で
は
、
学
校
歯
科

医
を
務
め
る
栗
城
昭
吉
先
生
（
栗

城
歯
科
医
院
）
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

六
年
生
一
人
一
人
の
歯
型
模
型
を

作
っ
て
お
り
、
今
回
の
「
よ
い
歯

の
学
校
表
彰
」
で
も
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
鏡
で
は
見
え
に
く
い

歯
並
び
を
目
で
見
て
学
ぶ
と
共

に
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
自
分

の
歯
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

↑保健室で児童に正しい歯みがきを教える小野
里麻紀子先生（右）。歯垢染色剤を使って、
みがけていない箇所を一人一人チェックする
など、丁寧な指導を行っている。

↑三島小学校の児童
用の水道は蛇口の
数が多く、みんな
で歯みがきがしや
すい造りになって
いる。

↑二瓶良都くん（手前）
「最後にお母さんがみがいてくれるよ。」
二瓶北都くん（中央）
「白い歯になるようにみがいているよ。」
二瓶世鈴奈さん（奥）
「歯石のたまりやすいところをよくみがくよう
にしています。」

自
分
の
歯
型
を
作
り

大
切
さ
を
実
感

　

西
方
地
区
の
二
瓶
勤
さ
ん
・
聡

子
さ
ん
ご
夫
妻
の
お
宅
は
、
四
世

代
九
人
の
大
家
族
。
お
子
さ
ん
は

世
鈴
奈
さ
ん
（
六
年
生
）、
北
都
く

ん（
三
年
生
）、
良
都
く
ん（
五
歳
）

の
三
人
兄
弟
で
す
。

「
三
人
と
も
乳
歯
は
虫
歯
だ
ら

け
。
歯
医
者
さ
ん
か
ら
も
虫
歯
に

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
あ
き
ら
め
ず
に
歯
み
が
き
を

さ
せ
て
、
歯
医
者
に
も
ま
め
に

行
っ
て
歯
石
を
と
る
な
ど
の
予
防

を
し
て
い
ま
す
。」

と
話
す
聡
子
さ
ん
。

虫
歯
に
な
り
や
す
い
…

で
も
あ
き
ら
め
ず

「
私
も
夫
も
、
歯
で
は
苦
い
経
験

を
し
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
に
は

そ
う
い
う
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い

ん
で
す
。
寝
る
前
に
し
っ
か
り
み

が
か
せ
て
、
ま
だ
小
さ
い
良
都
は

仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
あ
げ
て
い

ま
す
。
六
年
生
の
世
鈴
奈
は
永
久

歯
に
は
虫
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

虫
歯
は
、
も
と
も
と
な
り
や
す

い
人
と
な
り
に
く
い
人
が
い
ま
す
。

親
子
と
も
に
虫
歯
に
な
り
や
す
い

傾
向
が
あ
る
二
瓶
さ
ん
の
お
宅
で

も
、
あ
き
ら
め
ず
に
正
し
い
歯
み

が
き
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
強

い
歯
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

三
島
小
学
校
で
は
、
保
健
だ
よ

り
に
よ
っ
て
学
校
で
の
活
動
を
わ

か
り
や
す
く
家
庭
へ
伝
え
、
家
庭

生
活
の
改
善
を
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
委
員
会
の
児
童
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
「
よ

い
歯
の
教
室
」
で
は
、
虫
歯
が
一

本
も
な
く
歯
ぐ
き
も
健
康
な
児
童

を
表
彰
す
る
「
よ
い
歯
の
プ
リ
ン

ス
・
プ
リ
ン
セ
ス
賞
」
や
、
学
校

歯
科
医
の
講
話
、
歯
の
役
割
に
つ

い
て
の
児
童
の
学
習
発
表
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
児

童
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
方
々
か

ら
も
募
集
す
る
「
よ
い
歯
の
標
語
」

な
ど
に
よ
り
、
歯
の
健
康
づ
く
り

を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
活
動
か
ら

家
庭
生
活
の
改
善
へ

小規模校だからできる
徹底した歯の健康教育

① at the school

基本は家庭
正しい歯みがきを習慣に

② in the home

一
年　

大
竹
彩
花
さ
ん
（
滝
谷
）

「
毎
日
よ
く
歯
を
み
が
い
て
、
大

人
の
歯
を
大
事
に
し
た
い
で
す
。」

三
年　

小
林
美
幸
さ
ん
（
大
登
）

「
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
、
歯
の
内
側
を
よ
く
み
が
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。」

三
年　

細
堀　

華
さ
ん
（
中
平
）

「
力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
、
歯
ぐ
き
も
こ
ま
め
に

み
が
い
て
い
ま
す
。」

六
年　

小
平
達
也
く
ん
（
西
方
）

「
今
ま
で
一
度
も
虫
歯
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
歯
み

が
き
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
虫
歯

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。」

一
年　

長
谷
川
百
合
香
さ
ん

（
川
井
）

「
奥
歯
を
よ
く
み
が
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。」

二
年　

大
竹
昌
寿
く
ん
（
滝
谷
）

「
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
上
手
に
使

っ
て
み
が
い
て
い
ま
す
。」
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◎
特
集

よ
い
歯
の
学
校

◎
特
集

よ
い
歯
の
学
校

Special interview
　宮下に歯科医院を開業し、今年で58年目に
なります。昔は歯の健康意識が一般的に低く、
ブラッシング（歯みがき）の習慣がありませ
んでした。だから、虫歯を早く見つけて早く
治すということが第一でした。今は虫歯予防
の習慣が広まり、虫歯にならないように正し
いブラッシングをすることが第一となってい
ます。
　年間20回ほど学校に行き、歯科検診や歯の
健康に関する活動を行っています。歯科検診
は通常年 1回ですが、三島では年 2回行って
います。先生方や保護者の方々の歯を診るこ
ともありますよ。子どもも大人も、地域みん
なで歯の健康づくりを行う姿勢が大切だと思
います。
　今、子どもを取り巻く家庭のあり方が問わ
れています。食生活の悪さ、睡眠不足など、
家庭生活の乱れは様々な生活習慣病を引き起
こします。虫歯もその一つ。子どものしつけ
の基本は家庭にあり、責任は大人にあります。
テレビもだらだら見ていてはだめ。保護者の
皆さんも、子どもと一緒に生活を見直し、子
どもたちが健全に成長できる環境を作ること
が最も大切です。
　都市部では、連続して子どもが自ら命を
絶っている現実があります。いつかこの山村
にも、悪い風が吹いてくるのではないかと危
惧しています。命の大切さを感じてほしいと
いう思いから、児童の歯型模型作りを始めま
した。成人したとき、社会に出たとき、結婚
したとき、子どもができたとき、世界に一つ
だけの自分の歯型を思い出して、命のありよ
うを見つめてほしいと思います。
　歯みがきの個人指導も歯型模型の作成も、
小さな学校だからこそできることです。また、
この小さな町にとって学校の存在はとても大
きく、家庭への影響力も強いと思います。学
校と家庭の連携が非常に大切です。
　児童アンケートで、学校自慢の 1位は「よ
い歯の学校」と聞き、非常に嬉しく感動しま
した。ありがたいことです。歯の大切さは、
命の大切さ。これからも多くの子どもたちに
伝えたいと考えております。

歯の健康を通して
命のありようを
見つめてほしい

栗 城 昭 吉 先生
くりき　しょうきち　78歳　歯科医

　1950年、宮下に栗城歯科医院を開業。
当時から旧宮下小学校・中学校、旧西方小
学校・中学校の学校歯科医を務め、50年以
上、三島の子どもたちの歯の健康を守って
いる。２世代、３世代にわたり、栗城先生
に診てもらっている町民も多い。

▼
三
島
小
学
校
の
歯
科
保
健
活
動

が
、
こ
ん
な
に
も
充
実
し
て
い
る

と
は
正
直
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
一
枚
鏡
を

持
っ
て
歯
み
が
き
す
る
光
景
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
向

け
る
と
、「
ほ
ら
、
こ
ん
な
に
上
手

に
み
が
け
る
よ
。」
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
虫

歯
の
怖
さ
、
歯
み
が
き
の
大
切
さ

を
、
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

先
生
方
も
、
児
童
一
人
一
人
に
対

し
、
本
当
に
丁
寧
に
教
え
て
い
ま

す
。
▼
五
十
年
以
上
、
三
島
で
育

っ
た
す
べ
て
の
子
ど
も
の
歯
を
診

て
こ
ら
れ
た
栗
城
先
生
。
私
も
小

学
生
時
代
、
旧
西
方
小
学
校
で
の

歯
科
検
診
で
、
栗
城
先
生
に
診
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
歯
が
悪
く
な
る
と
食
べ
ら
れ

な
く
な
る
か
ら
、
体
が
病
気
に
な

る
」
と
教
え
ら
れ
、
子
ど
も
心
に

怖
く
な
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
に
対
し
て
情
熱
を
傾
け
、

歯
の
病
気
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
の
だ
と
、
今
に

な
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
▼
勉

強
す
る
に
も
運
動
す
る
に
も
、
歯

の
健
康
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
よ
い

歯
の
学
校
」
の
活
動
は
、
す
べ
て

の
教
育
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

◎
特
集　

よ
い
歯
の
学
校　

終
わ
り

●
取
材
を
終
え
て

　 2度の大臣賞受賞は全国で初めてというこ
とで、本当に嬉しく思っています。なにより
も栗城先生の50年にわたる学校歯科医として
の活動によって、三島の子どもたちの歯の健
康が守られてきたことが受賞につながったこ
とは言うまでもありません。栗城先生には、
児童だけでなく、時には我々教職員も診てい
ただいています。また、栗城先生のご厚意で、
1年生には歯みがきに使う鏡をいただき、 6
年生には歯型模型を作っていただいていま
す。他校ではできないことです。本当に感謝
しています。
　今回特に評価された点は、「三島町小中合
同保健委員会」で行っている「生活リズム調
べ」など、地域連携の取り組みだと思います。
このような町全体の活動も、ほかにはありま
せん。いろいろな場で、子どもたちや保護者
の方々に歯の大切さ、生活リズムの大切さを
伝えることで、家庭での改善意識が芽生えて
きたと感じています。
　今後は、保育所時代からよい生活リズムを
身につけ、小学校、中学校につなげていくこ
とが重要です。そのためには、三島の子ども
たちをどのように育てていくのかというビ
ジョンを、もっと具体的にわかりやすく公表
することで、行政と学校の連携や住民参加を
促し、毎年評価して、『進化する教育』を行
うことが大事だと思います。
　学校教育の現場では、歯の健康づくりも含
め、総合的な学習能力を引き出す教職員の力
量が求められています。子どもたちは、先生
の一声で大きく変わります。我々教職員も共
に学びながら、子どもたちを導くことができ
るよう努力していきます。

Special interview

子どもたちのために
進化する教育を

岡 村 三 夫 校長先生
おかむら　みつお　52歳　三島小学校長



平
成
十
九
年
度
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰

三
島
町
が
総
務
大
臣
賞
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「
本
当
に
お
か
げ
さ
ま
で
五
十
年

間
や
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
の
栄

誉
に
輝
い
た
久
保
田
節
子
さ
ん

は
、
謙
虚
に
感
謝
の
気
持
ち
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
頃
、
母
が
作
る
わ
ら

じ
な
ど
を
見
様
見
真
似
で
作
っ
た

ら
、
母
が
ほ
め
て
く
れ
て
、
そ
れ

が
嬉
し
く
て
も
の
づ
く
り
が
好
き

に
な
り
、
今
ま
で
作
り
続
け
て
き

ま
し
た
。」

　

昭
和
四
十
七
年
、
町
で
初
め
て

開
催
さ
れ
た
観
光
土
産
品
コ
ン
ク

ー
ル
に
「
ミ
ニ
ゲ
ン
ベ
」
を
出
品
。

「
あ
の
頃
は
自
分
で
宮
下
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
く
て
、
行
け
る
人

に
作
品
を
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。」

と
昔
を
振
り
返
り
ま
す
。
生
活
工

芸
運
動
の
推
進
と
共
に
ヒ
ロ
ロ
細

工
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
作
品
は
、

皇
后
美
智
子
様
、
皇
太
子
妃
雅
子

様
の
目
に
と
ま
る
ほ
ど
。
節
子
さ

ん
に
習
っ
た
方
々
も
、
今
で
は
名

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
二
月
、
東
北
で
は
女
性
初

の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
、
積

み
重
ね
て
き
た
半
世
紀
の
努
力
が

花
開
い
た
こ
の
度
の
叙
勲
。
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

祝
秋の叙勲

瑞
宝
単
光
章

久
保
田
節
子
さ
ん

「
奥
会
津
編
み
組
細
工
」
伝
統
工
芸
士

久保田 節子
くぼた　せつこ　76歳　入間方

　昭和６年生まれ。奥会津編み組細工（ヒロロ細
工）職人。平成２年から８年間、生活工芸館の編
み組指導員を務め、当時研究員として勤務されて
いた西牧研治氏と共に、ヒロロバッグのデザイン
開発に携わり、製作工程の基礎を築くなど、生活
工芸運動の発展にご尽力されてきた。今年２月、
東北では女性初の伝統工芸士となる。

PROFILE

↑ヒロロショルダーバッグ
久保田節子作
（皇太子妃雅子様お買い上げ
の品と同型）

↑ヒロロ抱えバッグ　久保田節子作
（皇后美智子様お買い上げの品と同型）

※これらの節子さんの作品は、生活工芸館に展示されています。

《総務大臣賞を受賞した三島町の過疎山村振興事例》
ふるさと運動から生まれたものづくり・人づくり・町づくり

～都市との交流と住民主体の町づくりを目指して～
評価のポイント（総務省）

　三島町は、良質な会津桐の産地として知られ、
昭和49年より全国に先駆けて都市との交流を目的
とした「ふるさと運動」をスタートさせた。住民
自らが地域づくりに取り組み、それに賛同する首
都圏の特別町民と理想のふるさとづくりを行うも
ので、この運動は全国各地の特別町民制度やふる
さと小包誕生のきっかけとなった。こうした町づ
くりの取り組みにより、暮らしの中から生まれた
伝統的なものづくりの技を現代の生活に活かして
いく「生活工芸運動」、数々の伝統行事を集落の
誇りとして守り、連帯意識の高揚を図る「地区プ
ライド運動」等を展開している。
　国の伝統的工芸品にも指定されたヒロロ、マタ
タビ、山ブドウを材料とした「奥会津編み組細工」
は、高齢者を中心とした町民によって盛んに取り

組まれており、今年で21回目の開催となった「ふ
るさと会津工人まつり」には約 1万人の来場者が
訪れ、ものづくりを通した交流が展開されている。
さらに、全国各地から約150人の工人が手作り品
を持って三島に集い、展示販売を行っている。ま
た、「桐の里みしま工人郷」として町全体で約40
軒の工人が自宅を工房・ギャラリーとして開放し
ている。
　このほか、特産の地鶏を堪能できる「会津地鶏
まつり」、今年35回目となった「雪と火のまつり」
等、特産品や伝統行事を活かしたイベントを実施
し、都市との交流を継続的に展開している。
　このように三島町では、先祖から受け継いでき
た伝統を風化させることなく活動を続けており、
今後も安定的な取り組みが期待される。

地
域
の
伝
統
を
守
り
育
て
る

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
向
け
て

　

三
島
町
は
、
平
成
十
九
年
度
過
疎
地
域
自
立
活
性

化
優
良
事
例
表
彰
で
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
十
月

二
十
五
日
、
福
岡
県
朝
倉
市
で
行
わ
れ
た
「
全
国
過

疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
表
彰
は
、
地
域
産
業
、
地
域
文
化
等
の
振
興
に
よ

る
過
疎
地
域
の
自
立
的
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指

し
た
事
例
を
評
価
す
る
も
の
で
、
三
島
町
を
含
め
全

国
で
八
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
経
済
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
中
で
、

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
今
回
の
表
彰

は
、
山
村
に
住
む
私
た
ち
の
誇
り
と
な
る
栄
誉
で
す
。

今
後
も
、
住
民
参
加
と
地
域
資
源
の
活
用
を
基
本
に
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

↑総務大臣表彰を受ける齋藤茂樹町長
（福岡県朝倉市　サンライズ杷木にて）
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　三島町文化祭は11月 3日、文化の日、町民センターで開催さ
れました。大ホールでは小中学生の「青少年の主張」や合唱が
発表されたほか、各分野で活躍された方を表彰する「生涯学習
文化表彰」では、第56回福島県下中学校英語弁論大会創作の部
に出場した大竹重則くん（三島中 3年・滝谷）が表彰されまし
た。町民センター内では、絵画や書、写真、生け花など、町民
の皆さんの力作が多数展示されたほか、カレーライスやけんち
んそばなどの食堂、手芸教室、切り絵教室、昔語りなども行わ
れました。また、町で取り組んでいるメタボリック症候群改善
のための「スッキリ・サラサラ教室」の成果なども掲示され、
健康意識の高揚を促しました。そのほか、素謡・仕舞、舞踊や
カラオケ、神楽などの芸能発表も行われ、役場前では会津地鶏
の焼き鳥や農産物などが販売されました。
　多くの町民の皆さんが訪れ、すばらしい発表や作品の数々に
ふれた文化の日。年齢に関係なく、生涯続く学びの場として、
これからも様々な文化活動を楽しみ、健康で生きがいのある暮
らしを目指していきましょう。

　福島県下中学校英語弁
論大会に出場したことに
より、生涯学習文化表彰
を受ける大竹重則くん
（三島中３年・滝谷）。

共に語ろう 共に学ぼう ２００７
三島町文化祭

青少年の主張

　三島中学校特設合唱部は、混
声合唱、女声合唱、男声合唱を
それぞれ披露した。混声では「め
ぐりあい」「きみ歌えよ」、女声
では「火の山の子守歌」、男声で
は「桜」「はるかな友に」「いざ
たて戦人よ」を合唱し、心のこ
もった歌声で会場を包んだ。

　５名の小中学生の皆さんが、学んだ
ことや日頃感じていることについて発
表しました。

諏　江　霞　純さん（三島小５年）
「言葉の力」

上　原　英玲奈さん（三島小６年）
「よりよい三島町に」

長谷川　絢　美さん（三島中１年）
「大切にしなくてはいけない生命」

阿　部　　　茜さん（三島中２年）
「大切にしたいもの」

目　黒　秀　昂くん（三島中３年）
「身体の健康について」

最
高
賞
は
五
十
嵐
三
美
さ
ん

　

第
三
回
会
津
の
編
み
組
工
芸
品

展
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で

十
月
二
十
・
二
十
一
日
の
二
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。三
島
町
の「
奥

会
津
編
み
組
細
工
」
を
は
じ
め
、

竹
、
あ
け
び
蔓
、
マ
タ
タ
ビ
蔓
、

山
ブ
ド
ウ
蔓
皮
な
ど
、
自
然
素
材

の
編
み
組
工
芸
品
だ
け
を
全
会
津

か
ら
集
め
た
展
示
会
で
す
。（
奥
会

津
三
島
編
組
品
振
興
協
議
会
の
主

催
。
三
島
町
の
共
催
。
福
島
県
会

津
地
方
振
興
局
、
福
島
民
報
社
な

ど
の
後
援
。）

　

作
品
は
審
査
が
行
わ
れ
、
山
ブ

ド
ウ
背
負
い
籠
を
出
展
し
た
五
十

嵐
三
美
さ
ん（
大
谷
）が
、
最
高
賞

の
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
長
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

県
内
外
か
ら
大
勢
の
人
々
が
訪

れ
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
の
技
と
、

自
然
素
材
の
素
朴
な
魅
力
に
ふ
れ

ま
し
た
。

会津の匠たちの技が集結
第３回会津の編み組工芸品展

第３回会津の編み組工芸品展受賞者名簿（敬称略）
〔応募者数〕１０５名　　〔作品総数〕５２２点

賞 受賞者名 作　品　名 住　所
福島県会津地方振興局長賞 五十嵐　三　美 山ブドウ背負い籠 大 谷
会 津 若 松 市 長 賞 斎　藤　クニイ 山ブドウ玄関マット 会津若松市
喜 多 方 市 長 賞 須　藤　文　男 茶 碗 入 れ 籠 喜 多 方 市
北 塩 原 村 長 賞 五十嵐　　　怜 山ブドウ手提げ籠 北 塩 原 村
猪 苗 代 町 長 賞 山　本　正　子 ア ケ ビ 手 提 げ 籠 猪 苗 代 町
会 津 坂 下 町 長 賞 太　田　清　仁 平 ざ る 会津坂下町
柳 津 町 長 賞 伊　東　俊　正 腰 籠 柳 津 町
三 島 町 長 賞 五十嵐　ハナ子 巾 着 浅 岐
金 山 町 長 賞 角　田　恵　治 果 物 ざ る（ 中 ） 金 山 町
昭 和 村 長 賞 斎　藤　孝　子 アカソ手提げバック 昭 和 村
只 見 町 長 賞 菅　家　文　保 マタタビざる（特大） 只 見 町
福 島 民 報 社 賞 佐　藤　平　喜 米 と ぎ ざ る 昭 和 村
福 島 民 友 新 聞 社 賞 若　林　和　子 ヒロロ手提げバック 浅 岐
奥会津三島編組品振興協議会長賞 野　中　　　勇 鶴 亀 会津美里町
奥会津三島編組品振興協議会長賞 五十嵐　喜　良 山ブドウ手提げ籠 名 入
奥会津三島編組品振興協議会長賞 久保田　昭　一 山ブドウ手提げ籠 入 間 方
奥会津三島編組品振興協議会長賞 小　堀　千加子 山ブドウ手提げ籠 西 方
奥会津三島編組品振興協議会長賞 山 内 善 次 飾 壷 昭 和 村
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題話の町Topics

歳をとってもいきいきと暮らすには？
保健推進員の役割を考える《三島町保健推進員研修会》

　10月24日、町民センターで三島町保健推進員研修会が開催され、地域や家庭について考えながら保健
推進員の仕事について話し合いました。昨年度まで行われた「健康・幸福な地域づくりの集い」のメン
バー５名が進行役を担い、その一人の五十嵐乃里枝さん（大谷）が代表としてファシリテーター（効果
的な話し合いを促す人）を務め、各地区の保健推進員の皆さんが意見を出し合いました。
「歳をとっているからといって変な目で見られることもある。自分が80歳になった時が不安だ。」
「高齢者の方々がどんな暮らしをしているのか、もっと把握しなければ。」
などの意見が出され、体が弱っても心豊かな生活を送れる地域のあり方、保健推進員の役割について考
えました。この研修会は今後も継続して行われ、健康で幸福な地域づくりを目指していきます。

　保健推進員の方々が
グループに分かれて話
し合った研修会（右）
　ファシリテーターと
して研修会を進行した
五十嵐乃里枝さん（左）

広報誌に載っている写真は希望者に差し上げますのでご連絡
ください。●役場 総務課 企画財政係　℡ ４８－５５１５

三島音頭の石碑建立
作詞の五十嵐健郎さん

『桐の花咲く三島の春は～』で始まる三島音頭。
この歌を作詞した五十嵐健郎さん（大石田）は、
自宅前に歌詞を刻んだ石碑を建立しました。三島
音頭の歌詞は、町の募集に健郎さんが応募し採用
されたもので、運動会などで踊りの振り付けと共
に親しまれてきました。
「これからも忘れないように石碑を建てました。」
と健郎さん。歌詞のとおり、みんな楽しく輪にな
って、明日のふるさとをつくりましょう。

戦後62年　永久の平和祈る
三島町戦没者慰霊祭

　10月30日、町民センターにおいて三島町戦没者
慰霊祭が行われ、遺族の方々が出席されました。
遺族会会長の小柴修一さん（西方）は、「肉親を
失った心のむなしさ、何か満たされない気持ちは
今も変わりません。命の尊さを忘れず、慰霊を続
けることで、永久の平和を守らなければなりませ
ん。」と述べられ、戦没者の御霊に深い哀悼の意
をささげました。

スポーツ感覚で「輪投げ」楽しむ
三島町老人クラブ

　10月24日、町民センターで老人クラブの皆さん
が「輪投げ」を楽しみました。両足を床につけて、
かかとを上げずに投げるというルールがあります。
9本の棒があり、縦、横、斜めに 3つ並んで入れ
ば、それぞれ30点。 9本すべてに入れば、300点
満点です。参加者の皆さんは、新しいスポーツ感
覚の輪投げに何度も挑戦して、楽しい時間を過ご
しました。

↑輪投げを楽しむ参加者

宝くじの助成でバスを整備しました
コミュニティバス「宝くじ号」

　日本宝くじ協会の「平成19年度各種施設に対する助
成」により、町のバス（コミュニティバス宝くじ号・29
人乗り）を整備しました。今まで使用していたバスは、
車体が老朽化し、排ガス規制にも対応していないため首
都圏への乗り入れができない状態でしたが、新しいバス
は対応しています。
　このバスは、町の行事や社会教育の振興、住民福祉の
推進のために活用します。

↑コミュニティバス「宝くじ号」

福島行政評価事務所の「出前授業」
三島小学校で実施

　11月16日、三島小学校で 6年生を対象に、福島行政
評価事務所による行政についての「出前授業」が行わ
れました。会津地域では初めて。県内でも 2番目の実
施です。この「出前授業」は、小学生の頃から行政に
関心を持ってもらうと共に、行政評価事務所の仕事や
行政相談委員について理解してもらうことを目的とし
たものです。
　授業は、はじめに行政評価事務所の高崎所長が、行
政の仕組みと行政評価事務所の仕事について、プロジ
ェクターを使ってわかりやすく説明しました。その後、
町の行政相談委員 小柴ヨシノさん（西方）が、町内で
相談を受けて実際に改善したことなどを話題にしなが
ら、相談委員の仕事について説明しました。 6年生の
皆さんは、クイズや質問に答えながら熱心に学び、行
政を少し身近に感じることができたようです。

↑福島行政評価事務所による出前授業

↑小柴ヨシノさんが行政相談委員の仕事を説明
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最 低 賃 金
守ろう　確かめよう

福島県の最低賃金　時給６２９円
産業別最低賃金（時給）

非鉄金属製造業　　　　　　　　　７３７円
電気機械器具、情報通信機械器具
及び電子部品・デバイス製造業　　６９６円
輸送用機械器具製造業　　　　　　７３０円
精密機械器具製造業　　　　　　　７２４円
自動車小売業　　　　　　　　　　７２３円

　最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最
低賃金法違反となり処罰されます。
福島労働局・労働基準監督署・公共職業安定所
http://www.fukushimaroudoukyoku.go.jp

交通安全運動標語コンクール入選作品
三島小学校
特選　夜の道　心がけよう　めだつふく

５年　二　瓶　和　香さん
入選　やらないよ　みぎのりてばなし　二人のり

１年　酒　井　悠　人くん
入選　あきの空　早めにライト　つけようね

２年　青　木　亜　友さん
入選　かえり道　あぶないかけっこ　ふざけっこ

３年　二　瓶　風　花さん
入選　夜の道　反射材で　居場所アピール

４年　酒　井　康　太くん
入選　暗いとき　明るい服で　歩こうね

６年　小　柴　智　美さん
三島中学校
特選　止まるだろう　見えるだろうが　事故の元

１年　長谷川　絢　美さん
入選　運転中　軽い一杯　重い代償

２年　西　方　雅　明くん
入選　赤信号　止まって守ろう　みんなの命

３年　森　田　那津子さん

三島町社会を明るくする運動標語コンクール入選作品
特選　ありがとう　やって良かった　その気持ち

三島小６年　小　平　達　也くん
特選　あいさつで　みんなと作ろう　心の輪

三島小６年　小　柴　拓　真くん
特選　気づいてよ　見て見ぬふりも　いじめだよ

三島中２年　大　竹　夏　奈さん
特選　ＳＯＳ　気づいて守ろう　子どもの未来

三島中３年　大　竹　重　則くん

ご寄付ありがとうございました
町の振興のために使わせていただきます

前田徹さんよりご寄付

名誉町民　宮崎清先生よりご寄付
　今年 9月に初めての名誉町民
となった宮崎清先生（千葉県習
志野市）より、町へ寄付金をい
ただきました。ありがとうござ
いました。

宮崎清先生

←齋藤町長に寄付金を手渡
す前田徹さん（左） 【地方自治法施行60周年記念】

監査事務功労者総務大臣表彰
栗城徳光さん　三島町議会議員　宮下

町の監査委員11年勤続
　現在、三島町議会議員 7期目となる栗城徳光さ
んは、議会選出の監査委員を11年務められ、効率
的な行財政の執行にご尽力されてきました。現在
も、厳しい状況にある町財政の改革、適正な運営
のために、監査を行っておられます。このたび、
勤続10年以上の監査事務功労者として総務大臣表
彰を受けられました。おめでとうございました。

学 生 募 集
放　送　大　学
４月入学生募集

　放送大学では、平成20年度第 1学期（ 4月入学）
の学生を募集しています。放送大学は、テレビな
どの放送を利用して授業を行う通信制の大学で
す。働きながらの大学卒業やキャリアアップ、退
職後の生きがい作りなど、様々な目的で幅広い世
代、職業の方々が学んでいます。心理学・福祉・
経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を
学ぶことができます。資料を無料で差し上げてい
ます。お気軽にお問い合わせください。
○募集期間　12月15日～来年 2月29日
○資料請求　放送大学福島学習センター

℡ ０２４－９２１－７４７１

11月の納税
国民健康保険税　　　　　第４期
介護保険料（普通徴収）　第４期

会津坂下警察署からのお知らせ

三島町内街頭犯罪等発生状況（1～10月）
区　　分 管　内 三島町

空き巣ねらい 1
忍 込 み 1
事務所荒し 4 1
出 店 荒 し 2
自 動 車 盗 1
オートバイ盗 1
自 転 車 盗 15
自販機ねらい 3 2
車上ねらい 3
街頭犯罪計 31 3
全 刑 法 犯 119 4

　三島町では10月中、犯罪は発生しませ
んでした。管内では、融資保証金詐欺の被
害が発生しています。勧誘はがきや電話に
よるお金の融資は、絶対に信用しないでく
ださい。

みんなで健康づくり《教室・健診の予定》
問 役場 町民課 保健福祉係　℡４８-５５６５

「スッキリ・サラサラ教室」
11月26日（月）13：00～　町民センター
12月18日（火） 9：00～　町民センター

「足腰げんき教室」室内運動編
11月26日（月）13：30～　町民センター
12月 3日（月）13：30～　町民センター

「心の健康相談」
11月27日（火）13：30～　福寿草

「４ヶ月児健診」
12月11日（火）11：15～　坂下厚生総合病院

「機能訓練会」
12月12日（水）13：30～　福寿草

「からだげんき運動教室」
12月13日（木）13：30～

町民センター

競　売
　裁判所では、常時、不動産を競売に出しており
ます。物件は月 1回程度更新されます。不動産の
購入について関心のある方は、お気軽に裁判所に
お問い合わせください。
問 福島地方裁判所会津若松支部競売係
℡ ０２４２－２６－５７５９

社会福祉協議会へのご寄付
ご遺志によるもの　二　瓶　一　義　様（間　方）

木ノ戸　日出男　様（早　戸）
渡　部　　　昇　様（大石田）

一般のご寄付　前　田　　　徹　様（宮　下）
民生児童委員ＯＢ会様

これからの行事予定
11月28日（水）
10：00～　ワンダークラブ（町民センター）

12月 3日（月）
13：30～　第2回保健推進員研修会（町民センター）

12月 4日（火）
10：00～　桧原はつらつクラブ（桧原多目的集会所）

12月 8日（土）
9：00～　三島保育所おゆうぎ会（三島保育所）

12月 9日（日）
10：30～　箱膳食育イベント（交流センター山びこ）

12月11日（火）
10：00～　高清水・小山いきいきサロン

12月18日（火）
10：00～　議会定例会（19日まで）

12月20日（木）
10：00～　ワンダークラブ（三島保育所）
10：00～　西方はつらつ元気塾（西方ふるさとセンター）

12月21日（金）
15：00～　町営スキー場開き（町営スキー場）

　10月22日、前田徹さん
（宮下）より町へ寄付金
をいただきました。あり
がとうございました。
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人　口　2,227人（-6）　人の動き　出生１人
（男）　 1,046人（-4）　　　　　　死亡１人
（女）　 1,181人（-2）　　　　　　転入１人
世帯数　881世帯（-2）　　　　　　転出７人

発行日　平成19年11月22日
編　集　三島町役場 総務課 企画財政係

福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下350
℡ 0241-48-5515

ホームページ　http://www.town.mishima.fukushima.jp

広報 11月号 №176

お知らせ 箱膳食育イベント in 三島町

日本のココロを、いただきます。
～『箱膳』スタイルを通して、地元の食文化を活かす～
　昭和初期頃まで、自分専用の飯茶碗、汁碗、箸などを
入れた箱が家庭で使われていました。それが「箱膳」で
す。このイベントでは、伝統的な食の作法を学びなが
ら、地域の食文化を活かした料理を堪能します。

○日　時　12月9日（日）　10：30～12：30
○場　所　三島町交流センター山びこ
○参加費　大人1,500円　子ども800円

※定員20名様
問 申込 三島町エコ・ミュージアムプロジェクト事務局

（役場　産業建設課　産業係）℡ 0241－48－5533
主催／ＮＰＯ法人えがおつなげて
平成19年度農林水産省食育モデル民間団体実践活動事業


